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ひ
ま
わ
り
の
会
の
皆
さ
ん
、
寒
い
日
が
続
い
て
お

り
ま
す
が
、
お
元
気
で
す
か
。
こ
の
会
報
が
43
号
と

し
て
発
刊
さ
れ
る
こ
ろ
は
、
桜
前
線
の
北
上
の
声
が

聞
こ
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
去
る
三
月
十
一
日
、
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
が

発
生
し
、
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
現
在

も
被
災
地
で
は
多
く
の
方
々
が
困
難
に
直
面
し
て

日
々
不
安
な
暮
ら
し
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

同
じ
病
を
抱
え
る
方
達
に
何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い

か
と
考
え
る
日
々
で
す
。

　
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
か
ら
三
年
近
く
が
経
過
し
よ

う
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
世
界
の
経
済
、
特
に
先
進

諸
国
の
低
迷
は
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
又
、
最

近
の
中
東
諸
国
の
民
衆
行
動
の
広
が
り
は
原
油
及
び

食
料
の
高
騰
を
招
き
世
界
に
暗
い
影
を
落
と
し
て
お
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― 発行人 ―
会長　一柳一男

―事務局―
前橋市堀之下町 16 番の１
㈶群馬県健康づくり財団内
電話　027（269）7811

り
ま
す
。

　
そ
の
暗
い
世
相
は
本
県
に
も
及
ん
で
い
ま
す
が
、

そ
う
し
た
中
で
明
る
い
話
題
が
一
つ
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
、
三
月
十
九
日
北
関
東
自
動
車
道
が
全
開
通
す

る
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
、
群
馬
、
栃
木
、
茨
城
の
三

県
を
結
ぶ
高
速
道
路
で
す
。
高
速
道
が
全
面
開
通
す

る
こ
と
に
よ
り
、
三
県
の
医
療
が
よ
り
速
く
、
よ
り

身
近
に
な
り
医
療
環
境
の
向
上
が
は
か
ら
れ
る
と
命

を
つ
な
ぐ
道
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。（
上

毛
新
聞
よ
り
）

　
私
共
ひ
ま
わ
り
の
会
の
大
き
な
行
事
の
一
つ
で
あ

る
「
よ
ろ
こ
び
の
会
」
の
全
国
大
会
は
、
群
馬
県
み

な
か
み
町
の
水
上
館
に
於
い
て
実
施
さ
れ
成
功
裏
に

終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
他
県
か
ら
出
席
さ

れ
た
皆
様
か
ら
も
高
い
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
も
群
馬
県
健
康
づ
く
り
財
団
の
全
面
的
な
協

力
、
援
助
、
そ
れ
に
ひ
ま
わ
り
の
会
の
皆
さ
ん
の
尽

力
の
お
か
げ
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
私
共
が
加
入
し
て
い
る
群
馬
県
が
ん
患
者
団
体
連

絡
協
議
会
（
が
ん
連
協
）
で
は
、
群
馬
県
議
会
の
が

ん
対
策
推
進
特
別
委
員
会
の
調
査
に
協
力
し
、
意
見

交
換
会
な
ど
実
施
し
ま
し
た
。

　
ま
た
が
ん
連
協
は
、
群
馬
県
に
於
け
る
が
ん
条
例

の
早
期
制
定
を
願
い
、
会
長
、
副
会
長
の
三
名
は
、

平
成
二
十
二
年
十
月
二
十
九
日
群
馬
県
議
会
の
関
根

会　報

43号

会　長

一柳　一男

第

43
号
の
発
刊
に
よ
せ
て
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く
に
お
議
長
に
患
者
会
の
要
望
十
一
項
目
を
提
出
し

陳
情
し
ま
し
た
。
結
果
、
同
年
十
二
月
十
六
日
の
群

馬
県
議
会
本
会
議
に
お
い
て
群
馬
県
が
ん
対
策
推
進

条
例
が
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
条
例
が
制
定
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
ひ
ま
わ
り
の
会
の
主
の
年
中
行
事
は
五
月
の
総

会
、
六
月
の
全
国
よ
ろ
こ
び
の
会
へ
の
参
加
、
九
月

の
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
が
ん
電
話
相
談
と
会
員
の

作
品
展
等
で
す
。

　
本
年
は
、
ひ
ま
わ
り
の
会
設
立
三
十
周
年
と
云
う

一
つ
の
節
目
を
迎
え
た
記
念
す
べ
き
年
で
す
。
記
念

日
の
三
月
八
日
は
会
員
の
皆
様
で
楽
し
く
懇
談
・
会

食
を
し
ま
し
た
。

　
厳
し
い
世
相
で
す
が
、
ど
う
か
会
員
の
皆
様
に
は

御
健
康
に
留
意
さ
れ
、
変
わ
ら
ぬ
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

一
、
会
則
、
予
算
、
そ
の
他
、
討
議
。

　
昼
食
を
は
さ
ん
で
懇
談
会
、
皆
、
う
ち
と
け
て
各

自
の
体
験
を
話
し
合
う
こ
と
が
出
来
て
、
と
て
も
有

意
義
で
し
た
。

昭
和
56
年(

１
９
８
１)

９
月
22
日

　
第
１
回
ひ
ま
わ
り
の
会
総
会
　
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン

タ
ー
に
て
開
催
。
会
員
40
名
参
加
。

　
冒
頭
群
馬
県
対
が
ん
協
会
羽
生
田
進
協
会
長
は
次

の
よ
う
に
、
ひ
ま
わ
り
の
会
の
理
念
を
示
し
た
。

「
こ
の
会
は
、
公
平
、
友
愛
を
も
と
に
運
営
し
、
が

ん
検
診
勧
奨
を
活
動
の
中
心
と
す
る
こ
と
、
更
に
先

に
命
名
し
た
、
ひ
ま
わ
り
の
会
の
灯
を
一
時
と
言
え

ど
も
消
し
て
は
な
ら
な
い
…
…
」

と
続
い
て
、
日
本
対
が
ん
協
会
相
良
直
真
氏
よ
り
、

が
ん
予
防
12
カ
条
に
つ
い
て
未
公
開
と
断
っ
て
発
表

が
あ
り
、
一
同
感
銘
し
た
も
の
で
す
。

　
　
　
記

一
、
偏
食
し
な
い
で
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
栄
養
を
と
る

二
、
な
る
べ
く
同
じ
食
品
を
繰
り
返
し
て
食
べ
な
い

三
、
食
べ
過
ぎ
を
避
け
る

四
、
深
酒
は
し
な
い

五
、
喫
煙
は
し
な
い

六
、 

適
量
の
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
Ｃ
Ｅ
と
繊
維
質
の
も
の
を

よ
く
と
る

　�

ひ
ま
わ
り
の
会
は
結
成
か
ら
30
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。

　
初
代
会
長
を
つ
と
め
た
塚
本
顧
問
の
回

　
顧
録
で
す
。

昭
和
55
年(

１
９
８
０)

９
月
26
日

　
ひ
ま
わ
り
の
会
結
成
設
立

　
早
く
も
30
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
其
の
日
は
秋
た

け
な
わ
の
好
天
気
に
恵
ま
れ
、
清
新
溌
剌
メ
デ
ィ
カ

ル
セ
ン
タ
ー
に
26
名
が
集
合
、
㈶
群
馬
県
対
が
ん
協

会
主
導
の
も
と
に
、
ひ
ま
わ
り
の
会
（
仮
称
）
の
創

立
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。

　
議
決
内
容
に
つ
い
て
は
議
事
録
で
公
称
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
省
略
し
ま
す
。
重
要
案
件
の
み
２
、３
記

述
し
ま
す
。

一
、
会
名
ひ
ま
わ
り
の
会
と
す
。
羽
生
田
会
長
命
名
。

一
、 

役
員
選
出
、
会
長
　
塚
本
脩
治
、
副
会
長
　
佐

藤
健
、
副
会
長
　
小
田
切
幸
子
、
幹
事
　
柿
田

勝
也
、
大
塚
敏
枝
、
滝
沢
豊
男
、
山
中
静
子
、

小
松
ト
ク
、
幹
事
　
下
田
資
、
設
楽
鈴
子
　

以
上
10
名

ひ
ま
わ
り
の
会
回
顧
録

塚
本
　
脩
治 
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七
、 

塩
辛
い
も
の
を
多
量
に
食
べ
な
い
、
あ
ま
り
熱

い
も
の
は
と
ら
な
い

八
、
ひ
ど
く
焦
げ
た
部
分
は
食
べ
な
い

九
、
カ
ビ
の
生
え
た
も
の
は
食
べ
な
い

十
、
過
度
に
日
光
に
当
た
ら
な
い

十
一
、
過
労
は
避
け
る

十
二
、
体
を
清
潔
に
す
る

以
上

　
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
は
、
瞬
く
間
に
拡
が
り
、
日
常
生

活
や
食
生
活
の
改
善
が
進
ん
だ
。
最
近
こ
の
話
題
は

少
な
い
が
、
市
民
は
確
り
根
を
は
り
、
実
行
し
て
い

ま
す
。

昭
和
57
年(

１
９
８
２)

10
月
７
日

　
第
２
回
ひ
ま
わ
り
の
会
総
会
　
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
に
て
開
催
。
会
員
36
名
参
加
。

　
羽
生
田
協
会
長
談
、
ひ
ま
わ
り
の
会
育
成
策
に
つ

い
て
述
べ
、
継
続
は
力
な
り
と
語
る
。

　「
が
ん
治
癒
者
の
健
康
」
と
題
し
て
、
が
ん
セ
ン

タ
ー
東
毛
病
院
長
　
三
輪
潔
先
生
の
講
演
を
拝
聴
し

て
質
問
は
、
が
ん
の
特
効
薬
は
い
つ
頃
で
き
ま
す
か

!!
で
し
た
。

　
三
輪
先
生
曰
く
、
世
界
中
の
医
学
者
、
化
学
者
、

そ
の
他
関
係
者
が
取
組
ん
で
い
る
議
題
で
あ
り
、
私

は
２
０
１
０
年
以
降
に
な
る
と
予
測
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
現
時
点
で
は
検
診
で
早
く
見
付
け
て
早
く

治
療
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

昭
和
58
年(

１
９
８
３)

４
月
27
日

　
全
国
よ
ろ
こ
び
の
会
設
立
　
本
部
仙
台
市
。

　
ひ
ま
わ
り
の
会
入
会
す
。
全
国
よ
ろ
こ
び
の
会
群

馬
県
支
部
と
な
る
。
命
名
黒
川
利
雄
博
士
。

　
会
長
に
大
槻
昌
夫
、
み
や
ぎ
よ
ろ
こ
び
の
会
々
長

選
出
。
会
員
総
数
３
，
９
６
４
名
。
う
ち
み
や
ぎ
支

部
２
，
３
６
９
名
。
ひ
ま
わ
り
の
会
56
名
と
発
表
。

　
北
海
道
、
青
森
、
山
形
、
福
島
、
長
野
各
支
部
併

せ
て
７
支
部
が
加
盟
。

昭
和
58
年(

１
９
８
３)

11
月
29
日

　
前
橋
東
公
民
館
長
よ
り
地
域
婦
人
学
習
に
講
師
依

頼
が
あ
り
、
対
が
ん
協
会
松
本
文
江
と
ひ
ま
わ
り
の

会
塚
本
が
招
致
さ
れ
た
。

　
松
本
保
健
婦
は
、
胃
が
ん
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
予
防

に
つ
い
て
丁
寧
に
解
り
易
く
講
演
。
塚
本
は
自
己
の

が
ん
体
験
を
語
り
、
検
診
で
早
く
見
付
け
早
く
治
療

す
れ
ば
が
ん
は
怖
く
な
い
こ
と
を
力
説
し
た
。

　
こ
れ
を
契
機
と
し
て
体
験
発
表
が
市
町
村
に
拡
が

っ
て
、
20
回
に
な
っ
た
。

昭
和
59
年(

１
９
８
４)

９
月
25
日

　
機
関
紙
笑
顔
の
ひ
ま
わ
り
第
１
号
発
刊

　
会
員
20
名
が
体
験
発
表
、
が
ん
告
知
を
受
け
た
時

の
シ
ョ
ッ
ク
、
手
術
後
の
不
安
、
検
診
で
早
期
発
見

の
喜
び
を
つ
づ
っ
た
貴
重
な
体
験
手
記
で
す
。

昭
和
59
年(

１
９
８
４)

10
月
４
日

　
第
４
回
ひ
ま
わ
り
の
会
総
会
　
猿
ヶ
京
温
泉
「
上

越
観
光
ホ
テ
ル
」
一
泊
で
開
催
。
会
員
10
名
。
事
務

局
３
名
。
計
13
名
参
加
。

　
全
国
よ
ろ
こ
び
の
会
大
槻
昌
夫
会
長
か
ら
の
祝
電

の
披
露
が
あ
り
、
す
べ
て
の
案
件
が
承
認
可
決
。
懇

親
会
は
円
陣
を
組
ん
で
和
や
か
に
始
ま
り
、
誰
と
は

な
し
に
歌
い
出
す
と
皆
が
之
に
続
く
。
多
芸
な
今
井

局
長
が
、
美
空
ひ
ば
り
の
「
酒
は
涙
か
た
め
息
か
」

を
歌
い
出
す
と
大
合
唱
と
な
っ
た
。
も
の
言
え
ば
皆

か
よ
い
合
う
癌
癒
し
友
と
出
で
湯
に
浸
り
温
も
る
。

船
津
セ
イ
支
部
長
作
。

昭
和
60
年(

１
９
８
５)

１
月
31
日

　
前
橋
支
部
誕
生
　
船
津
セ
イ
支
部
長
就
任
。

　
支
部
が
出
来
て
、
会
員
と
の
交
流
は
盛
ん
に
な
り
、

諸
連
絡
は
正
確
に
早
く
伝
わ
り
、
好
結
果
が
生
ま
れ

た
。
支
部
長
の
人
柄
か
。

昭
和
60
年(

１
９
８
５)

９
月
15
日

　
高
崎
支
部
誕
生
　
関
か
く
子
支
部
長
就
任
。
11
名
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参
加
。

　
弥
助
す
し
店
に
て
昼
食
を
と
り
乍
ら
、
和
気
あ
い

あ
い
結
成
し
た
。
慎
重
な
方
で
会
員
の
信
望
あ
り
期

待
さ
れ
る
。

昭
和
60
年(

１
９
８
５)

10
月
６
日

　
第
五
回
ひ
ま
わ
り
の
会
総
会
　
楽
水
園
に
て
開

催
。
25
名
参
加
。

　「
全
国
よ
ろ
こ
び
の
会
」大
槻
昌
夫
会
長
が
初
め
て
、

来
場
祝
辞
を
頂
く
。
会
議
の
あ
と
伊
勢
崎
市
保
健
予

防
課
長
の
「
が
ん
は
今
」
と
題
し
落
語
一
席
を
、
参

加
者
一
同
笑
い
こ
け
な
が
ら
も
真
剣
に
耳
を
傾
け
た
。

昭
和
61
年(

１
９
８
６)

２
月
22
日

　
東
京
全
電
通
集
検
学
会
　
会
長
胃
集
検
の
提
言
。

昭
和
61
年(

１
９
８
６)

６
月
６
日

　
全
国
よ
ろ
こ
び
の
会
総
会
は
北
海
道
定
山
渓
に
て

一
泊
。

　
会
長
、
山
中
、
高
橋
（
財
団
）
参
加
。

昭
和
62
年(

１
９
８
７)

５
月
21
日

　
第
五
回
全
国
よ
ろ
こ
び
の
会
（
東
京
）

　
黒
川
利
雄
先
生
の
「
医
の
心
」
に
つ
い
て
講
演
。

昭
和
63
年(

１
９
８
８)

９
月
25
日

　
第
六
回
ひ
ま
わ
り
の
会
総
会
　
老
神
温
泉
山
口
館

一
泊
。
会
員
15
名
参
加
。
決
算
系
其
の
他
討
議
可
決
。

平
成
元
年
（
１
９
８
９
）
６
月
８・９
日

　
全
国
よ
ろ
こ
び
の
会
総
会

　
去
年
の
東
京
大
会
の
折
、
大
槻
会
長
よ
り
来
年
は

群
馬
県
で
頼
み
ま
す
と
握
手
を
求
め
ら
れ
て
、
お
引

き
受
け
し
た
も
の
の
、
緊
張
が
走
っ
た
。

　
そ
れ
か
ら
準
備
に
入
り
、
約
一
年
は
ア
ッ
と
言
う

間
に
過
ぎ
当
日
を
迎
え
た
次
第
で
す
。

　
天
下
の
名
湯
伊
香
保
温
泉
観
山
荘
に
全
国
か
ら
の

お
客
様
53
名
を
お
迎
え
し
て
、
盛
大
に
開
催
。

　
大
会
で
は
形
式
に
と
ら
わ
れ
ず
に
、
群
馬
方
式
で

進
め
、
全
員
参
加
で
、
動
議
、
質
疑
応
答
が
あ
り
好

評
で
し
た
。
記
念
講
演
は
東
毛
病
院
長
松
浦
鎮
博
士

に
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
快
く
お
引
受
け
い
た
だ
き
ま

し
た
。
数
時
間
後
に
国
際
会
議
で
羽
田
を
発
つ
忙
し

い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
あ
っ
た
こ
と
を
聞
き
感
動
致
し

ま
し
た
。

　
翌
日
は
小
雨
で
し
た
が
、
榛
名
湖
周
遊
と
高
崎
観

音
を
参
拝
し
て
無
事
群
馬
大
会
を
終
え
、
遠
方
の
お

客
様
を
お
見
送
り
し
て
解
散
終
了
し
ま
し
た
。

平
成
元
年
（
１
９
８
９
）
９
月
１
日

　
笑
顔
の
ひ
ま
わ
り
第
二
集
発
刊

　
が
ん
を
克
服
し
た
18
人
の
体
験
手
記
発
表
。

平
成
２
年(

１
９
９
０)

９
月
19
日

　
第
七
回
ひ
ま
わ
り
の
会
総
会
　
財
団
に
て
開
催
。

今
井
貴
子
診
療
部
長
が
「
最
近
の
が
ん
治
療
に
つ
い

て
」
講
演
。

平
成
３
年(

１
９
９
１)

10
月
６
日

　
第
八
回
ひ
ま
わ
り
の
会
総
会
　
長
野
市
善
光
寺
ホ

テ
ル
一
泊
６
名
参
加
。

平
成
４
年(

１
９
９
２)

10
月
23
日

　
第
九
回
ひ
ま
わ
り
の
会
総
会
　
財
団
に
て
開
催
。

　
田
村
先
生
の
「
大
腸
が
ん
に
つ
い
て
」
講
演
。

平
成
５
年(

１
９
９
３)

９
月
５
日

　
初
回
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
前
橋
駅
前
に
て
実
施
。

会
員
８
名
、
財
団
３
名
参
加
。

平
成
７
年(

１
９
９
５)

９
月
11
～
14
日

　
初
回
が
ん
電
話
相
談
実
施
、
相
談
件
数
10
件
。

平
成
７
年(

１
９
９
５)

９
月
27
日

　
ひ
ま
わ
り
の
会
15
周
年
式
典
　
財
団
に
て
。
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今
と
な
っ
て
は
不
思
議
な
く
ら
い
な
の
で
す
が
、

手
術
後
３
年
目
の
一
昨
年
ま
で
、
群
馬
県
に
が
ん
の

患
者
会
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
一
昨
年
の
秋
、
県
庁
で
が
ん
患
者
の
作
品
展
を

や
っ
て
い
る
と
い
う
新
聞
記
事
を
見
て
初
め
て
知

り
、
そ
の
幾
日
か
後
に
ひ
ま
わ
り
の
会
に
入
会
の
申

し
込
み
を
し
ま
し
た
。
定
例
会
が
始
ま
っ
た
の
は
、

そ
の
何
ヶ
月
後
か
ら
で
し
た
の
で
、
私
は
最
初
か
ら

参
加
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。そ
こ
で
、

自
分
の
困
っ
て
い
る
こ
と
や
疑
問
点
を
人
に
聞
い
て

も
ら
う
こ
と
も
、
先
輩
方
の
話
を
聞
く
こ
と
も
と
て

も
い
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
ま
で

ほ
と
ん
ど
何
も
知
ら
な
か
っ
た
自
分
を
思
い
知
り
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
り
本
を
読
ん
だ
り
し
て

勉
強
も
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
時
に
「
が
ん
サ
ロ
ン
」
と
い
う
も
の
を
知

り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ほ
と
ん
ど
直
感
的
に
「
群
馬

県
に
も
こ
う
い
う
も
の
が
た
く
さ
ん
で
き
る
と
い

い
」
と
感
じ
ま
し
た
。
で
も
、
そ
の
頃
に
は
も
う
県

一
、 

会
長
挨
拶
、
永
年
に
亘
る
会
員
の
努
力
を
讃
え
、

財
団
事
務
局
の
ご
支
援
に
謝
意
を
述
べ
る
。

一
、 
来
賓
祝
詞
、
元
群
馬
県
対
が
ん
協
会
羽
生

田
進
氏
よ
り
、「
皆
さ
ん
が
私
の
提
唱
し

た
理
念
を
守
り
続
け
た
こ
と
は
と
て
も
嬉
し
い
」

と
祝
詞
。

一
、 

感
謝
状
贈
呈
、
永
年
功
労
者
　
石
井
袈
裟
江
、

船
津
セ
イ
、
ご
苦
労
様
で
し
た
。

一
、 

記
念
講
演
、
松
浦
鎭
先
生
、
が
ん
に
寄
せ
る
メ

ッ
セ
ー
ジ
。

一
、
体
験
発
表
、
山
中
静
子
幹
事
、
閉
会
。

平
成
11
年(

１
９
９
９)

６
月
10
・
11
日

　
第
17
回
全
国
よ
ろ
こ
び
の
会
総
会
　
伊
香
保
温
泉

ホ
テ
ル
木
暮
で
開
催
。

　
全
国
か
ら
大
勢
来
県
さ
れ
た
。
会
員
諸
君
は
気
持

ち
を
一
つ
に
し
て
知
恵
を
出
し
合
っ
た
。

　
翌
日
の
観
光
は
榛
名
湖
周
遊
で
始
ま
り
ま
し
た
。

観
光
名
所
と
し
て
整
備
さ
れ
た
小
高
い
展
望
台
か
ら

見
え
る
榛
名
富
士
、
青
々
と
し
た
湖
面
の
景
観
は
す

ば
ら
し
い
。
誰
か
が
歌
い
ま
し
ょ
う
と
切
り
出
し
、

湖
面
に
届
け
と
ば
か
り
に
「
湖
畔
の
宿
」
を
皆
さ
ん

と
歌
っ
た
。
よ
い
思
い
出
に
な
っ
た
。
続
い
て
、
高

崎
百
衣
観
音
を
参
拝
。
高
崎
駅
で
遠
来
の
皆
さ
ん
を

お
見
送
り
し
て
総
会
の
日
程
を
終
了
。

盛
り
上
げ
よ
う

　
群
馬
の
が
ん
サ
ロ
ン

今
井
　
忠
夫

平
成
12
年(

２
０
０
０)

５
月
10
日

　
定
例
役
員
会
で
役
員
人
事
の
改
革
。

　
任
期
満
了
に
伴
い
、
７
名
が
退
任
。
佐
藤
健
、
設

楽
鈴
子
、
山
中
静
子
、
小
松
ト
ク
、
小
田
切
幸
子
、

大
塚
敏
枝
、
塚
本
脩
治
（
２
年
延
長
）。
こ
の
内
、

男
性
で
塚
本
一
名
、
女
性
は
全
員
健
在
。

平
成
23
年(

２
０
１
１)

２
月
28
日

　
私
の
回
顧
録
は
設
立
初
期
を
重
点
に
し
ま
し
た
。

　
敬
称
略
で
失
礼
。

お
わ
りひまわりの会30周年祝賀会
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ま
た
、
患
者
会
の
中
に
は
、
が
ん
サ
ロ
ン
と
い
う
名

称
は
使
わ
な
く
て
も
、
が
ん
サ
ロ
ン
的
な
会
合
を

持
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　
島
根
県
の
「
し
ま
ね
の
が
ん
対
策
」
と
い
う
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
、
22
か
所
あ
る
が
ん
サ
ロ
ン
の
情
報
そ

の
他
が
載
っ
て
い
ま
す
が
、
島
根
県
に
は
患
者
会
は

ほ
と
ん
ど
な
い
よ
う
で
す
。
多
分
が
ん
サ
ロ
ン
の
集

ま
り
が
患
者
会
の
よ
う
な
役
割
も
果
た
し
て
い
る
の

で
し
ょ
う
。
で
も
、
患
者
会
と
が
ん
サ
ロ
ン
と
は
い

く
つ
か
の
点
で
違
い
が
あ
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　
多
く
の
患
者
会
は
会
費
を
取
り
ま
す
が
、
会
費
を

取
る
が
ん
サ
ロ
ン
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、

患
者
会
は
主
に
会
員
の
た
め
に
あ
り
ま
す
が
、
が
ん

サ
ロ
ン
は
外
部
に
開
か
れ
て
い
て
、
誰
で
も
自
由
に

参
加
で
き
ま
す
。
実
際
は
、
か
な
り
オ
ー
プ
ン
な
患

者
会
の
集
ま
り
も
あ
り
、
そ
れ
ほ
ど
単
純
に
は
割
り

切
れ
な
い
の
で
す
が
、
私
は
お
お
ざ
っ
ぱ
に
、
そ
う

理
解
し
て
い
ま
す
。

　
群
馬
県
で
は
、
既
に
あ
る
が
ん
患
者
会
が
、
新
し

く
で
き
始
め
た
が
ん
サ
ロ
ン
を
支
援
す
る
よ
う
な
形

が
で
き
る
と
い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
患
者

会
に
入
っ
て
い
る
人
た
ち
が
も
っ
と
積
極
的
に
が
ん

サ
ロ
ン
に
参
加
し
て
、
が
ん
サ
ロ
ン
を
盛
り
上
げ
て

く
れ
る
と
い
い
と
思
い
ま
す
。
多
く
の
が
ん
サ
ロ
ン

で
は
誰
が
参
加
し
て
も
い
い
の
で
す
か
ら
、
私
の
よ

う
に
複
数
の
が
ん
サ
ロ
ン
に
参
加
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
が
ん
サ
ロ
ン
に
特
徴
が
あ
り
、

様
々
な
人
と
出
会
え
、
い
ろ
い
ろ
な
話
が
聞
け
て
、

生
き
る
勇
気
を
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、ま
た
、

時
に
は
、
落
ち
込
ん
で
い
る
人
の
支
え
に
な
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

　
た
だ
、
多
く
の
が
ん
サ
ロ
ン
は
、
会
費
を
取
り
ま

せ
ん
か
ら
、
場
所
を
提
供
し
て
く
れ
る
医
療
機
関
の

物
心
両
面
か
ら
の
支
援
が
あ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る

の
が
現
状
で
す
。
こ
う
い
う
面
で
は
、
是
非
と
も
公

内
で
は
が
ん
サ
ロ
ン
を
立
ち
上
げ
る
動
き
が
具
体
的

に
進
ん
で
い
た
よ
う
で
す
。
最
初
は
、
群
馬
大
学
付

属
病
院
と
藤
岡
総
合
病
院
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
が

ん
サ
ロ
ン
が
始
ま
っ
た
と
い
う
の
で
さ
っ
そ
く
出
か

け
て
み
ま
し
た
。
そ
れ
以
後
、
が
ん
サ
ロ
ン
や
そ
れ

に
似
た
も
の
が
あ
る
と
い
う
話
を
聞
く
と
出
か
け
る

よ
う
に
な
っ
て
、
今
で
は
、
桐
生
厚
生
総
合
病
院
、

伊
勢
崎
総
合
病
院
、
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
の
会
に
も

参
加
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
だ
ん
だ
ん
数
が
増

え
て
参
加
す
る
の
も
大
変
だ
と
思
う
こ
と
も
あ
る
の

で
す
が
、
顔
な
じ
み
に
な
っ
て
、
ま
た
来
て
く
だ
さ

い
な
ど
と
言
わ
れ
る
と
つ
い
行
き
た
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

　
そ
ん
な
中
で
、
い
く
つ
か
気
付
い
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
ま
ず
そ
の
一
つ
は
、「
場
所
を
用
意
し
た
だ

け
で
は
人
は
集
ま
ら
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
や

は
り
複
数
の
世
話
人
が
い
た
方
が
い
い
よ
う
で
す
。

い
つ
も
決
ま
っ
て
顔
を
出
す
世
話
人
が
い
て
、
そ
こ

に
ち
ょ
い
ち
ょ
い
参
加
す
る
常
連
に
近
い
人
が
加
わ

り
、
初
参
加
の
人
が
一
人
二
人
い
る
と
い
う
よ
う
な

時
が
、
一
番
充
実
し
た
話
し
合
い
に
な
る
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。

　
今
の
県
内
の
が
ん
サ
ロ
ン
は
、
み
な
病
院
が
主
導

で
始
ま
っ
て
い
る
せ
い
か
、
が
ん
患
者
が
世
話
人
に

な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
あ
ま
り
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。

がん患者ミーティング（発表者：今井さん）
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的
な
支
援
が
ほ
し
い
も
の
で
す
。

　
よ
う
や
く
始
ま
っ
た
群
馬
県
の
が
ん
サ
ロ
ン
が
、

多
く
の
人
の
協
力
に
よ
っ
て
今
後
さ
ら
に
盛
ん
に
な

る
と
い
い
と
思
い
ま
す
。
是
非
た
く
さ
ん
の
人
に
が

ん
サ
ロ
ン
に
参
加
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
以
上
は
、
平
成
22
年
11
月
27
日
に
行
わ
れ
た
、「
群

馬
県
が
ん
患
者
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
２
０
１
０
」
の
リ

レ
ー
ト
ー
ク
で
ひ
ま
わ
り
の
会
が
担
当
し
た
「
ド
タ

バ
タ
　
井
戸
端
　
が
ん
サ
ロ
ン
」
の
締
め
く
く
り
と

し
て
ス
ピ
ー
チ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
原
稿
で
す
。

　
私
は
平
成
14
年
４
月
に
胃
が
ん
の
全
摘
出
手
術
を

受
け
ま
し
た
。

　
が
ん
と
判
っ
た
の
は
、
体
調
を
崩
し
た
た
め
胃
カ

メ
ラ
検
査
を
受
け
た
結
果
、
胃
が
ん
が
み
つ
か
り
ま

し
た
。
年
齢
が
51
歳
だ
っ
た
為
、
更
年
期
障
害
だ
と

思
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
シ
ョ
ッ
ク
で
腰
が
抜
け
そ

う
で
し
た
。

　
術
後
か
ら
一
年
間
位
、
私
の
心
は
色
々
な
症
状
に

悩
ま
さ
れ
、
う
つ
状
態
で
し
た
。
あ
の
時
は
、
同
じ

経
験
を
し
て
い
る
人
達
の
話
を
聞
き
、
参
考
に
し
た

か
っ
た
の
で
す
。

　
通
院
を
し
て
い
て
、
こ
う
い
う
気
持
ち
を
先
生
に

話
し
た
の
で
す
が
、解
っ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
考
え
る
と
、
あ
の
時
に
相
談
相
手
が
居
て
く
れ
た

ら
あ
ん
な
に
落
ち
込
ま
な
く
て
も
済
ん
だ
と
思
う
の

で
す
。

体
験
談

幸
坂
　
頼
子

　
で
も
、
こ
の
ま
ま
で
は
い
け
な
い
と
思
っ
た
頃
、

町
の
広
報
で
が
ん
患
者
の
電
話
相
談
が
あ
る
こ
と
を

目
に
し
た
時
は
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
。

　
早
速
、
相
談
に
乗
っ
て
い
た
だ
き
、
救
わ
れ
た
と

思
い
ま
し
た
。「
ひ
ま
わ
り
の
会
」を
知
り
入
会
以
来
、

会
員
の
皆
さ
ん
に
面
倒
を
見
て
い
た
だ
き
、
段
々
笑

顔
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

　
沢
山
の
人
達
に
出
逢
い
、
人
の
病
歴
を
知
る
事
で

自
分
よ
り
も
っ
と
も
っ
と
辛
い
思
い
を
乗
り
越
え
て

い
る
人
が
、
い
っ
ぱ
い
い
る
事
に
気
づ
き
自
分
も
頑

張
ろ
う
と
い
う
意
欲
が
出
た
の
で
す
。

　
私
に
と
っ
て
「
ひ
ま
わ
り
の
会
」
の
人
達
に
出
逢

え
た
事
は
、
最
大
の
喜
び
で
し
た
。
も
し
、
あ
の
ま

ま
だ
っ
た
ら
い
つ
回
復
出
来
た
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
会
で
沢
山
の
人
達
と
友
達
に
な
れ
て
、
今
ま

で
知
ら
な
か
っ
た
人
生
が
見
ら
れ
た
の
で
す
。
今
で

は
会
の
新
年
会
や
親
睦
旅
行
、
月
一
回
の
茶
和
会
な

ど
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
同
じ
経
験

で
苦
し
ん
で
い
る
人
が
い
れ
ば
、
一
人
で
思
い
悩
ん

で
い
る
よ
り
「
ひ
ま
わ
り
の
会
」
で
元
気
に
な
り
ま

し
ょ
う
と
言
い
た
い
で
す
。

　
私
は
こ
れ
か
ら
も
抗
が
ん
剤
を
続
け
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
が
、
何
で
も
食
べ
ら
れ
仕
事
へ
行
け
る
事

が
嬉
し
い
で
す
。
そ
し
て
、
将
来
も
っ
と
も
っ
と
医

学
が
進
み
誰
も
が
完
治
出
来
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

幸坂さん（中央）
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一
緒
に

　
活
動
し
て

　
　
み
ま
せ
ん
か

本
会
の
活
動
に
ご
賛
同
く
だ
さ
る
方
々

の
ご
入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ひ
ま
わ
り
の
会
事
務
局

（
群
馬
県
健
康
づ
く
り
財
団
内
）

電
話

〇
二
七

　
　（
二
六
九
）
七
八
一
一

新
　
会
　
員
　
紹
　
介

宮
川
　
　
　
満
（
前
橋
市
）

田
島
　
　
節
子
（
前
橋
市
）

木
村
　
　
禮
子
（
館
林
市
）

山
田
　
　
博
子
（
富
岡
市
）

　
平
成
23
年
３
月
８
日
、前
橋
市
内
の
龍
遊
亭
に
て
、

会
員
21
名
の
参
加
で
催
さ
れ
た
。

　
会
員
の
み
な
さ
ん
は
、
前
日
上
州
の
山
並
み
を
白

く
し
た
寒
さ
も
和
ら
い
だ
静
か
な
春
の
日
差
し
の

中
、県
内
嬬
恋
や
館
林
か
ら
も
集
ま
っ
て
来
ら
れ
た
。

　
参
加
者
の
中
に
は
、
30
年
前
に
会
を
立
ち
上
げ
た

当
初
か
ら
の
会
員
さ
ん
も
副
会
長
か
ら
の
お
誘
い
に

久
し
ぶ
り
に
顔
を
見
せ
、
ま
た
最
近
入
会
さ
れ
た
ば

か
り
の
方
も
お
り
、
会
に
賑
わ
い
を
見
せ
た
。

　
県
内
の
他
の
が
ん
患
者
会
か
ら
も
、「
ひ
ま
わ
り

の
会
30
周
年
」
を
祝
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
、

花
を
添
え
て
頂
い
た
。

　
和
や
か
な
歓
談
が
、
続
い
た
後
、
祝
賀
の
ケ
ー
キ

入
刀
の
挨
拶
に
立
っ
た
塚
本
顧
問
に
は
、
30
年
間
の

重
み
と
「
が
ん
早
期
発
見
の
た
め
の
検
診
普
及
」
へ

「
ひ
ま
わ
り
の
会
30
周
年
記

念
祝
賀
会
」
に
参
加
し
て

　
　
　
　
　
秋
田
　
和
子

の
情
熱
の
赫
た
る
力
強
さ
が
、
あ
ふ
れ
て
い
た
。

　
記
念
写
真
の
笑
顔
は
、
い
っ
ぱ
い
の
思
い
を
込
め

た
喜
び
の
ひ
ま
わ
り
の
姿
そ
の
も
の
で
あ
る
。

　「
30
周
年
」、
私
に
と
っ
て
も
、
丁
度
社
会
に
出
て

か
ら
の
年
月
で
あ
る
。
自
分
に
と
っ
て
も
30
年
を
振

り
返
る
機
会
を
得
て
、
感
慨
深
い
思
い
で
あ
る
。

こ
の
た
び
の

大
規
模
地
震
に
よ
り

被
害
を
受
け
ら
れ
た
皆
さ
ま
へ

こ
の
た
び
の
大
規
模
地
震
に
よ
り
被
害
を
受
け

ら
れ
ま
し
た
皆
さ
ま
に
、
心
か
ら
お
見
舞
申
し
上

げ
ま
す
。
１
日
も
早
く
復
旧
さ
れ
ま
す
よ
う
、

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
ま
で
も
こ
れ
か
ら
も
私
を
支
え
て
く
れ
た
家
族

や
全
て
の
人
達
に
、
ず
っ
と
感
謝
し
て
い
き
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。


